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　当協会では、無料でクレジットや

消費者ローンなどの返済で困って

いる個人からの電話での相談に

応じて、アドバイスをしたり、直接面

談をしてカウンセリングを行ってい

ます。カウンセリングを受けた方の

うち、返済意欲があり３年程度の分

割にすれば返済が可能などの要

件を満たす人には、債務を整理し

て弁済する「任意整理」の弁済計

画を立てるお手伝いをしています。�

　ただ、「個人再生」などの他の

方法が適当な人や、「自己破産」

の手続きが必要な人達については、

弁護士会などを紹介するしくみに

なっています。�

　ですから、これからお話しするデ

ータは、当協会でカウンセリングを

受けた人の数値となります。�

　まず、カウンセリングを行った件

数を見てみますと、平成14年度で

は1,085件で、これは過去最高の

件数です。�

　カウンセリングを行った人の年齢

層は20～30歳代が半数以上を占

めます。20歳代の割合は減少傾

向にあったのですが、ここ2、3年は

増加傾向にあることが気がかりです。

40歳代、50歳代は逆の傾向にあり

ます。�

　また、多重債務におちいった理

由に、生活費に使ったという人が

増えていることも特徴です。平成9

年までは、遊興・飲食・交際費が理

由の1位だったのですが、それ以

降は逆転し、平成14年度には生活

費をあげた人が約5割を占め、遊興・

飲食・交際費が約3割、収入減少・

失業・倒産が約2割と続いています。
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　カウンセリングを受けた人の債

務の内訳は、ショッピングやサービ

スなどの後払いをするクレジットが2

割で、クレジット会社や消費者金融

会社などからのキャッシングが8割

です。平均して約9カ所から、約

413万円の負債を抱えています。�

　もちろん、一気に多重債務になる

ことはありません。最初は、遊興費

が少し足りないから、あるいは、大

きな買物をしてしまい生活費が足り

なくなったからキャッシングをすると

いうことがきっかけとなります。こち

らで20万円、あちらで30万円と借り

てしまい、それが積み重なって多

重債務という結果になってしまうの

です。�

　こういうことにならないために、ク

レジットやローンは、自分の返せる

範囲を理解した上で利用するとい

うことが大原則だと思います。�

　返せる範囲というのは、収入か

ら支出を引いて、その上で余裕が

ある金額のことです。収入が多く

ても支出が多ければ、余裕金は少

なくなりますから、自分にどれくらい

の余裕金があるのかをきちんと把

握し、その金額内で返せるような

利用計画を立てることが大切です。

ボーナスは変動が大きいのであて

にしない計画がベターです。�
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